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新年のご挨拶

学生たちが明日花カレッジ2022で、居場所づくりについて学びました

新年あけましておめでとうございます。

昨年も、御理解と御支援をいただき、誠にありがとうございました。長引くコ

ロナ禍にあって、学習会や居場所づくりは感染予防対策を取りながら実施を続け

ていますが、こども食堂は一緒に食べる「会食」はできず、お弁当の持ち帰りと

なっています。

ひとり親家庭への支援は「みんなにエール！弁当」や「ごちそうさまプロジェ

クト」を継続しており、年末の「サンタのケーキ便」ではクラウドファンディン

グにより、多くのご協力のおかげで、ひとり親家庭に300個のクリスマスケーキ

を届けることができました。また、昨年6月に萩市にオープンした「子ども第三

の居場所Waku②Base（わくわくベース）」の活動も定着してきました。

新年もスタッフ一同、がんばっていきますので、今年もよろしくお願いします。

なお、今年も「赤い羽根テーマ募金」（１月～3月）にチャレンジしています。

ご協力をお願いします。

こども明日花プロジェクト代表

児玉頼幸

毎年恒例の、ヤングワーカー研修事業「明日花

カレッジ」を開催しました。「子どもの居場所づ

くりの必要性やあり方について学ぼう」という

テーマで研修を行いました。

12月2日、NPO法人こどもソーシャルワーク

センター理事長の幸重忠孝さんを講師にお招きし、

オンラインでの講義に11人の学生・社会人が参

加しました。アフターケアとして細やかなサポー

トをされている事例は大変勉強になりました。

12月8日は、岡山県の一般社団法人ソーシャル

ワークセンターつばさを訪問し、アウトリーチ型

の居場所づくり活動「MUSUBI」に参加しました。

MUSUBIでは、倉敷駅にて中高生無料カフェの拠

点をかまえ、ボランティアたちが駅を利用する学

生たちに声をかけて呼び込みを行う、という形で

した。対象者が拠点を利用したくなるような工夫

が様々こらされており、利用者目線の重要性に改

めて気づかされました。

今回の学びを自団体で生かせるよう、学びを行

動に変えていきます。

12月2日 幸重忠孝さんの講演の様子

ソーシャルワークセンターつばさでの説明 無料中高生カフェMUSUBIの準備中

かわいい看板！ お菓子やおむすび・日用品を配布



年末に年越しパントリー＆おせち配付をしました

12月29日には山口県社会福祉会館の

駐車場をお借りして、お餅や年越しそば

など年越しに欠かせない食品をお渡しす

る「年越しパントリー」を行いました。

また、昨年に続き、㈱誠和様（山口市

小郡）よりおせち料理のご寄付をいただ

き、100家庭にお渡ししました。

また、山口市社会福祉協議会のご紹介

で個人の方からぬいぐるみのご寄付をい

ただき、食品と一緒にお渡しすることが

できました。子ども達はとてもうれしそ

うにぬいぐるみを選んでいました。

「電気代や食品の値上がりが続き、年

末年始も何かと出費が多いので、助かり

ます」と話される方もあり、食品配付が

少しでも家計の支えになれたらと思いま

す。

山口大学で大学生を対象とした食品配付を行いました

11月30日山口大学吉田キャンパス、12

月1日常盤キャンパス、12月2日小串キャン

パスで、山口大学の学生を対象としたフード

パントリーを行いました。自分で学費を稼ぎ

ながら学生生活を送っているという学生も多

く、コロナ禍でバイト収入が減る中、助かり

ます、笑顔で受け取ってくれる学生もいまし

た。当日は留学生の利用もあり、大変喜ばれ

ていました。配付時にはボランティアとして

大学生の参加もあり、非常に助かりました。

また、１月末には山口県立大学学生を対象

としたフードパントリーを開催予定です。

冬休み自習会を行いました

私立・公立高校入試が近づく中、中学生を

対象になのはなハウスを自習室として開放す

る冬休みの自習会を行いました。12月26日、

27日、１月6日、7日の全4日程で行い、の

べ15人の参加がありました。

大学生も学習ボランティアとして参加して

くれ、子ども達の学習をしっかりサポートし

てくれました。

大量の課題に悪戦苦闘しながらもよく集中

して取り組み、入試対策も行うことができま

した。

ぬいぐるみのご寄付。食品と一緒にお渡ししました。

年越しそばやお餅、いちごなどをお渡ししました 配付会場

おせちの配付様子

配付会でお渡しした食品

自習会の様子

配付会場



ご寄付のご紹介

明治安田生命保険相互会社山口支社
山口営業所の皆様から、ご寄付を頂
きました。

JA山口県萩統括本部 岡村哲也本部
長様から、新米のご寄付をいだきまし
た。こども食堂で、子ども達に提供し
ました。

明日花の学習会でボランティアをし
てくださっている保科様より、新米
のご寄付をいただきました。ひとり
親家庭へお米をお渡しできました。

常妙寺様から、たくさんの食品のご寄
付をいただきました。フードパント
リーでひとり親家庭へお届けできまし
た。

Flower Factory LITOFU様から、ク
リスマスにちなんでヒヤシンスのご寄
付をいただきました。

ランドセルのご寄付をいただきました。
新小学生にプレゼントすることができ、
とても喜ばれました。

コメコメエヴリデイにご協力ください！

こども明日花プロジェクトでは、ひとり親家庭を対象とした食品配付

会などでお米をお渡ししています。そのため、毎月450kgほどのお米

が必要です。利用者さんからの需要が一番高いお米をこれからも多くの

方にお渡しできるよう、ご協力くださる方を募集しています。

①お米をご寄付くださる方

②お米の保管してくださる方

③お米の精米をしてくださる方

ご協力いただける方は4面下記にある発行元電話番号までご連絡をお願

いします。

サンタのケーキ便 クラウドファンディング目標額達成しました

2022年11月1日～12月31日で、ひとり親家庭にクリス

マスケーキをプレゼントするための購入資金として、クラウド

ファンディングを行いました。

結果、56名の方からご支援をいただき、目標額以上の91万

円を達成いたしました。ご協力くださった皆様、大変ありがと

うございました。

無事、300家庭のひとり親家庭にクリスマスケーキをプレ

ゼントでき、大変喜ばれました。



こども明日花プロジェクトの応援方法

★amazon欲しい物リストから応援する

★寄付により、活動を応援する

Amazonのほしいものリストはこちらから→

HPから寄付をする

ワンタイムサポーターになる
（単発でその都度寄付）
マンスリーサポーターになる
（毎月1,000円～）

銀行振込をする

振込用紙または下記の口座へ直接振込

銀行からお振込

銀行名 山口銀行
店名 山口支店

口座番号 普通 5171137
口座名義 ﾄｸﾋ）ﾔﾏｸﾞﾁｾﾜﾔｷﾈｯﾄﾜｰｸ

郵便振替
口座番号 15540-30519021
加入者名 特定非営利活動法人

山口せわやきネットワーク

※税額控除用の領収書を発行しますので、住所・氏名を
メール等でお知らせください。

こども明日花プロジェクトHP 寄付ページ

ここまでニュースレターをお読みいただきありがとうございます。こちらの記事では、それぞれの活動

の応援方法を紹介します。皆様のご寄付で成り立っている事業が多くあります。事業を運営していくため

にも、皆様のご支援をお待ちしております。

当法人への寄付は税額控除の対象となります。

こども明日花プロジェクトは今年も「赤い羽根テーマ型募金」に取り組んでいます。

令和5年１月から3月まで募金を受け付けています。ご寄付いただいた募金は、全額こども明日花プロ

ジェクトの活動に使われます。ご協力よろしくお願いいたします。

また、赤い羽根共同募金は「税制上の優遇措置」があり、法人の「法人税」は全額損金算入され、個人

は確定申告により「所得税」「個人住民税」所得控除や税額控除の対象になります。詳しくは、同封の振

込用紙付きチラシをご覧ください。

※「赤い羽根 ふるサポ」で検索すると、ネットでの寄付ができます。ご利用ください。

「赤い羽根テーマ型募金」へのご協力をお願いします
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ニュースレター前号に掲載したポップコーンメーカーで

すが、すぐにご寄付がありました。居場所づくりの事業で

子ども達と楽しくポップコーンをつくりました。ボード

ゲームのご寄付もあり、子ども達が毎週楽しく遊んでいま

す。みなさんご支援ありがとうございました。

現在もAmazonほしいものリストに、お菓子や食材な

ど、様々掲載していますので、ご支援をお待ちしています。
ポップコーンメーカーを使っている様子。
映画のおともに楽しみました。

また、ご寄付による応援も大変力になります。事業をさらによりよいものにするためにも、みなさん

ご協力よろしくお願いいたします

ボードゲームで遊んでいる様子。


